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災害に対応出来るようなトイレ 

１． 提案の背景 

トイレとは、私たちが日常生活において、必ず使用するものであり、生活していくた

めにはきっても切り離せないものです。 

現代の日本のトイレは、昔と比較するとかなり便利になった反面、現在の水洗トイレ

の機能上震災等により上水道または下水道が被災した場合の現在の水洗トイレは使用

できなくなるという大きな欠点があります。最近では大規模な地震を始め、台風や、

大雨などによる水害などが頻繁に発生していて、よく災害の対策として非常食や飲料

水を初めとする市民の防災意識が高まっています。ではトイレの対策を行っている人

はどのくらいいるのでしょうか。下図のアンケート結果より、震災時に簡易トイレの

準備をしている人はごくわずかです。その為被災時に自宅で不自由だと感じたことに

「トイレの断水」が最も多い結果となっています。

図１ 自宅に備えていなかった防災グッズのアンケート結果 

 

被災時のトイレの現状としては自治体などから設置される仮設トイレなどがあります

が、被災地の状況によっては仮設トイレの設置が困難な場合があり、過去のケースか

ら見ると数日から、長いときは 1週間以上設置が遅れたケースなどがありました。他

にも仮設トイレの数が不足して衛生面に影響がでたという問題もありました。 
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図２ 被災時に自宅で不自由だと感じたアンケート結果 

 

 

 

 
図３ 仮設トイレの設置数が少ない為行列が出来ている（神戸市） 
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図４ 各大震災によって停止したライフラインの復旧期間 

 

また、各大震災によって停止した水道のライフラインの復旧期間は、90％以上
になるまでにすべての震災が 20日以上期間が掛かってしまい生活にかなり不
自由のまま過ごすというという問題点もあります。以上から、被災しても可能

な限り飲料水の確保とトイレの使用できるシステムが必要と考え以下の内容を

提案します。 
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２.提案内容 

・雨水を活用した貯水システム
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機能①：非常時におけるトイレ使用確保の為の機能 

この貯水システムではビルの屋上などに貯水槽を設置し、非常時の際では貯水槽内の水

を使用することによってトイレの使用できる状態にするほかに、フィルターなどにより雨

水をろ過することで飲料水にするという機能です。1日に必要な水はおおよそ 2300mLす

なわち 2.3Lと言われています。仮に上図のビルが 10階建てとして、１つの階に 50人居る

としたら、各階の 1日に必要な水の量は 2.3(L)×50’(人)=115Lとなり、10階建てのビル全

体に必要な水の量は 115(L) ×10(階)=1150Lとなります。あくまでこれが 1日に必要な水

の量ですから、上図の水道のライフラインの復旧期間が約 30日なので 10階建てのビル全

体で約 1ヶ月分の必要な水の量は 1150(L)×30(日)=34500Lになります。それを考慮して貯

水槽の大きさを約 35立方メートルの貯水槽を造ることで、ビル内の 500人を約 1ヶ月間必

要な水を供給することができます。 

機能②：非常時の為の食料の保持機能 

非常時に食料の確保が困難な時に貯水槽に淡水魚を飼育することにより災害時に非常食

として保持し淡水魚の他に野菜などの植物を栽培することにより被災時には摂取しにくい

野菜の確保もすることが出来ます。 

 

写真：淡水魚の料理 

 
写真：色々な野菜 
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機能③：日常時の淡水水族館としての機能 

ただ貯水槽に魚を入れておくだけではなく、普段は水族館とすることにより子供から大

人まで楽しんでもらい、防災対策の現状などを知ってもらうことによって防災意識を高め

つつ、比較的安い入場料を取ることによってこの貯水槽の維持管理費にあてます。 

 

3.終わりに 

・この貯水システムが実現すれば、災害によって水が使えない状態や、非常食の供給の不

足などの状態を緩和することができ、比較的不便な状態を避けることができます。上図の

アンケート結果でもありましたがトイレの対策をしている人が少数なのでこのアイデアを

通してもっと多くの人に知って頂ける機会が増えればさらなる防災意識の向上に繋がると

思うのでこれをきっかけに少しでもトイレの対策の大切さなどを知って頂ければ幸いです。 
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